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研究成果の概要（和文）：本研究では，「気づきの体験学習」と「乳幼児や高齢者との交流」を

核とした“ヒューマン・コミュニケーション”授業の効果を質問紙調査で検討した．対人関係

やコミュニケーション能力及び自己受容の育みが促進されていることが確認された．体験的，

実践的に学ぶ“ヒューマン・コミュニケーション”授業は，一方通行的な授業ではないため，

学生にとって新鮮で，青年期にある学生の自分づくりや対人関係づくりの支援になっているこ

とが推察された．  

研究成果の概要（英文）： The present study examined the effect of the "human 

communication" class by inventory survey. It was confirmed that bringing-up of the 

personal relationships, communicative competence and self-reception were promoted. 
Because a "human communication" class is experience-like and practical, this class is fresh 

for a student. Therefore it was guessed that this class was supported the self development 

and constructing good interpersonal relationship. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）国内の研究動向 

 一宮ら（*1）は，大学新入生の精神状態の
変化を最近 14 年間の質問表による調査の結
果から検討し，人づきあいの中で緊張し，友
人をうまく作れずに孤独感を持っている学
生が最近急速に増えていることを指摘して
いる．また，学生相談を通して，繁田（*2）
は，過度に人間関係に敏感になり，神経症的

な症状を表す学生の増加を指摘している．こ
のように，現代の一般大学生のメンタルヘル
ス支援の 1 つとして，対人関係スキル，コミ
ュニケーション能力の向上が重要であると
思われる． 

 

（2）着想に至った経緯 

①友人関係における自己表出に関する研究
を通して 
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申請者は，1999 年～現在まで，青年期，特
に大学生を対象にして，友人関係における自
己表出に関する研究を行ってきている．研究
を通して，友人関係における自己表出には，
自己受容感を高めることが大切であること
を見出してきた．その自己受容には，「他者
への貢献」（*3），つまり高塚（*4 *5）のい
う「役立ち感」を高めることが必要であると
思われる．高塚は，約 10 年前から，高校の
人間関係づくりの授業の一環として，保育園
の園児や高齢者施設利用者の人との関わり
を持たせる試みを行い，現在は医学部教育に
おいてコミュニケーション教育を行ってい
る．人は誰でも「人から見つめられたい」「自
分の話をきいてもらいたい」「大切にされた
い」「認めてもらいたい」と感じている．交
流を通して，自分が必要とされる体験をする
ことで，コミュニケーション能力や対人関係
の在り方によい変化が生じているという．こ
のように，生活の大半を過ごす学校の授業の
中での工夫が，現代の青年たちには必要にな
ってきていると思われる． 

 

②アサーション･トレーニングを中心とした
コミュニケーション教育を通して 

  

申請者は，自分も相手も大切にする自己表
現を学ぶアサーション・トレーニング（*6）
を中心としたコミュニケーション教育を，看
護学生に対する研修（2001～2004）や教員養
成系大学の講義（2003～2006），さらには，
ひきこもり・不登校支援などで行ってきてい
る (*7）．   

また，効果研究（*8 *9）を通して，学生
のメンタルヘルスや自己効力感の向上とコ
ミュニケーション教育の関連を見いだして
きている． 

 

（3）本研究の位置づけ 

心理臨床実践活動だけでは十分に対応で
きない現状があり，学生相談の機能を一部の
学生への援助から一般大学生を含む大学教
育の一環として位置づける必要性がある．講
義の中で，自分をどう出すか，相手とどう分
かち合うかというコミュニケーションスキ
ルを再開発することが学生のメンタルヘル
ス対策や予防，さらには支援になるように思
われる．   

本研究は，これまで申請者や共同研究者が
実践研究してきたコミュニケーション教育
の効果を，質問紙調査を中心に検討する臨床
心理学的実践研究である． 
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－111，2006． 
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*9 介護福祉士養成におけるコミュニケーシ
ョン教育－これまでの養成プログラムの
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２．研究の目的 

本研究では，コミュニケーション教育を実
践し，プログラムの前後やフォローアップで
質問紙調査を実施し，その効果を検討する．
対人関係能力が問われる職業を目指す学生
を対象とするため，本人のメンタルヘルス支
援に加えて，職業的能力の向上にもつながる
と考える． 
さらに，コミュニケーション教育をよりよ

いものに改良していくことを目指す． 
  
３．研究の方法 

 研究協力者（鳥取大学 高塚人志准教授）
が実践してきた「気づきの体験学習」と「乳
幼児や高齢者との交流」を核とした“ヒュー
マン・コミュニケーション授業”の受講生（医
学科生 1～2 年：必修授業）・医学科以外の学
生（以下，一般学生：選択授業））を対象と
した． 
 
（1）授業内容 
①気づきの体験学習 
「する・みる・考える・わかる」の 4つの 
ステップを繰り返すことで学習が深められ
る．「どうしてそうなったか」を自分自身に
問いかけ考え，得られた気づきによって自ら
が行動変容していけるように支援する体験
学習． 



 

 

②乳幼児との交流 
「気づきの体験学習」で気づき学んだことを 
試す直接体験の場として位置づけられる． 
0～3歳の乳幼児と1対 1で半年間にわたる 

継続的な関わりを体験することは，自らが心
を開いて乳幼児たちの“いのち”にふれるこ
とになり，「人として」「医師として」貴重な
体験となる．時には，自分の思うようになら
ないこともあるが，「どうしてそうなったか」
「次にどうしたらいいか」とふりかえり，決
してあきらめることなく粘り強くパートナ
ー（乳幼児）に寄り添い，気持ちを表情や言
動から推し量り，必死になって自分のことと
して考え関わりをもつことを通し，学生たち
が「人間性」や「コミュニケーション」力を
つけていくことをねらいとしている． 
※医学科 1年次生の授業は，Table1 に示すよ
うに，『乳幼児との交流』が 4回×2回含まれ
ている．医学部以外の学生の授業では，『気
づきの体験学習』のみが 90 分×15 回で行わ
れる．医学科 2年生は，前期に，高齢者との
交流が行われる． 
 
Table 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
（1）平成 19 年度 
分析対象者は必修科目として受講した医

学部 2 年生 75 名（4 月と 7 月），自由選択で
受講した医学科以外の学生30名（4月と7月）
とした．質問紙は，研究協力者（福岡医療短
期大学 田中克江教授）と既存の尺度を組み
合わせて作成したQOLL（Quality of  Life ＆ 
Learning）を用いた．QOLL は，１）簡易版・
大学生生活チェックカタログ 45：大学生の生
活の質（Quality of Student Life: QOSL）
の実態を把握する尺度（峰松ら，2002），２）
九州大学コミュニケーションスケール（峰松
ら，2001），３）自己受容尺度（大出・澤田，
1988），４）家族機能測定尺度（草田・岡堂，
1993）から構成された． 
共通点として，QOSL 尺度の「社会的関係」，

自己受容尺度の「他者への貢献」が高まって
いた．医学部学生は，コミュケーションスケ

ールでは有意に得点変化したものがなかっ
た（Table2～4）．2 年次のみの変化をみてい
るため 1 年次ほどの大きな変化がなかった，
あるいは医学部学生の特徴である両方の可
能性がある．また，医学部学生は，1 年間の
乳幼児との交流に加え高齢者との交流があ
ったため，コミュニケーション以外では，さ
らに変化が見られたと考えられる．一方，一
般学生は自由選択で受講しているため，「気
づきの体験学習」のみでも効果がより大きい
と思われる． 

Table 2  医学部学生 QOSL 得点変化        

（有意・有意傾向のみ） 

下位因子（得点） 2年次 4月 2年次 7月

社会的関係(0－18) 10.09 10.79 p<.01 

生きがい(0－12) 7.04 7.64 p<.05

大学への満足感(0－9) 5.11 5.43 p<.05

大学生活の
全体的充実感(0－6)

3.49 3.79 p<.10

 

Table 3 一般学生 QOSL 得点変化                 

（有意・有意傾向のみ） 

下位因子（得点） 授業前 授業後

自己効力感(0－27) 13.88 15.92 p<.05

社会的関係(0－18) 10.96 13.04 p<.001 

正課外活動(0－12) 2.04 3.88 p<.001

生活・学習環境(0－12) 7.83 9.13 p<.05
 

 

Table 4  一般学生コミュニケーションスケール

得点変化 

授業前 授業後

社交性(24) 18.17 19.46 p<.05

対人過敏性(20) 13.50 14.08

集団への適応(12) 7.67 8.75 p<.05

アサーティブネス(28) 19.25 21.08 p<.01

親との関係(8) 6.04 6.79 p<.001

メディア(８) 4.38 4.13

合計得点(100) 69.00 74.29 p<.01
 

※いずれも得点が高いほど，よい状態であることを示す 

 
（2）平成 20 年度 
分析対象者は必修科目として受講した医

学科 2年生 75 名（平成 19 年 4月と 7月と平
成 20 年 2 月），医学科 1 年生 80 名（平成 20
年 4 月と 7月）自由選択で受講した一般学生
120 名（平成 20 年 4月と 7月）とした．質問
紙は，フォローアップ調査も行うため平成 19
年度と同じものを使用した． 

体験的，実践的に学ぶヒューマン・コミュ
ニケーション授業は，一方通行的な授業では
ないため，学生にとって新鮮であり，青年期
にある学生の自分づくりや対人関係づくり
の支援になっていることが推察された．一方，
対人交流を表面的にやり過ごしたい者にと



 

 

っては，刺激が強くマイナスに働く可能性も
窺われた．今後の展望として，医学科学生は
必修授業であるため，自らが選択して活動す
る内容を取り入れたり，1 年 4 月時点でのデ
ータをもとに，サポート体制をとること，効
果を測定する尺度の改良が必要と思われた． 
 
（3）平成 21 年度 

主な研究として，2 年間の調査を基に改良
した質問紙を平成 21 年度入学者に実施し，
効果研究を行った． 

質問紙は(1)簡易版・大学生生活チェック
カタログ 45（峰松ら,2002）から「対人関係」
「将来の展望」「生きがい」「大学生活の全体
的充実感」 (2)九州大学コミュニケーション
スケール（峰松ら,2001）から「対人過敏性」
「集団への適応」「アサーティブネス」(3)自
己受容尺度（大出・澤田,1988）(4)他者意識
尺度（辻,1993）から「内的他者意識尺度」
(5)「自分の話し方，きき方の検討」(星
野,2003)を参考に作成した尺度の 5つを用い，
授業が学生の対人関係，話し方，きき方及び
自己受容に及ぼす効果について検証した． 
医学科生は，「きき方」の得点が有意に上

昇したが，一般学生は有意な変化はみられな
かった（Table5）．一方，一般学生は，「集団
への適応」（Table6），自己受容尺度の得点が
有意に上昇したが，医学科生は有意な変化が
みられなかった（Table7～10）．一般学生が
有意に上昇した項目については，一般学生の
7 月時点より，医学科生の 4 月時点の得点が
高かった．「ヒューマン・コミュニケーショ
ン」授業の効果は，授業形態や受講生の特徴
により，効果が異なっていることが窺われた．
この結果については，医学教育学会で発表予
定である． 

並行して，平成 20年度入学生に対しても，
継続して質問紙調査を行っており，その結果
もまとめて発表する予定である．なお，今後
も引き続き調査と分析を行い，さらに検討を
行っていく． 
 
Table 5 
 
 

 
 

医学部生 4 月＜7 月（p=.0321） 
 
Table 6 

 
 
 

 
一般学生 4 月＜7 月（p=.0013） 

 
 

Table 7 
 
 
 

 
一般学生 4 月＜7 月（p=.0000） 

 Table 8 
 
 
 

 
一般学生 4 月＜7 月（p=.0021） 

 Table 9 
 
 
 

 
一般学生 4 月＜7 月（p=.0002） 

Table 10 
 
 

 
 

一般学生 4 月＜7 月（p=.0010） 
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